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津
田
幸
好
氏
は
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
徳
島
市
生
ま
れ
で
、
理
容
業
の
か
た
わ
ら
阿
波
踊

り
や
徳
島
の
風
俗
、
昆
虫
の
写
真
を
撮
影
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
で
す
。
日

本
リ
ア
リ
ズ
ム
写
真
集
団
徳
島
支
部
、
徳
島
二
科
会
、
ラ
イ
カ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
写
真
集
団
に
所
属

す
る
と
と
も
に
、
阿
波
踊
り
連
「
娯
茶
平
」
顧
問
で
も
あ
り
、
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
と
し
て
も

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
写
真
の
多
く
は
、
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
の
元
日
か
ら
暮
れ
に
か
け
て
徳
島
市
内

や
県
南
に
お
い
て
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す
。
家
業
の
理
容
業
に
専
念
す
る
た
め
「
今
後
一
切
コ
ン

テ
ス
ト
に
は
出
品
し
な
い
。
そ
の
代
わ
り
自
分
が
好
き
な
よ
う
に
撮
っ
て
や
る
。」
と
決
意
し
、

ひ
た
す
ら
撮
影
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
ろ
は
徳
島
駅
舎
の
改
築
も
終
わ
り
、
四
国
で
最

初
の
民
間
ラ
ジ
オ
放
送
が
は
じ
ま
る
な
ど
戦
災
か
ら
の
復
興
が
す
す
み
、『
経
済
白
書
』
が
「
も

は
や
『
戦
後
』
で
は
な
い
。
我
々
は
い
ま
や
異
な
っ
た
事
態
に
当
面
し
よ
う
と
し
て
い
る
。」
と

書
い
た
時
代
で
す
。
ま
さ
に
時
代
の
大
き
な
転
換
期
に
あ
っ
て
街
の
風
景
や
庶
民
の
生
活
実
態
に

カ
メ
ラ
を
向
け
た
貴
重
な
記
録
と
い
え
ま
す
。
的
確
に
モ
チ
ー
フ
を
捉
え
た
写
真
か
ら
は
人
々
の

話
し
声
や
歓
声
、
生
活
の
に
お
い
ま
で
感
じ
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
鮮
明
に
撮
さ
れ
た

写
真
か
ら
背
景
に
撮
し
込
ま
れ
た
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
も
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
は
、
著
書
『
阿
波
踊
り
撮
っ
た
踊
っ
た
四
〇
年
』（
一
九
八
七
年
　
第
一
出
版
）

へ
の
掲
載
、
一
九
九
一
年
か
ら
徳
島
新
聞
助
任
専
売
所
が
編
集
し
た
広
報
誌
『
ほ
ほ
え
み
』
の
巻

頭
に
エ
ッ
セ
イ
と
と
も
に
一
三
〇
回
の
連
載
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
で

「
ふ
り
む
い
た
ら
昭
和
」
展
と
し
て
四
回
、
自
ら
解
題
を
付
け
て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
撮
影
者

自
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
写
真
の
解
題
を
し
て
い
る
と
い
う
点
で
も
非
常
に
貴
重
な
歴
史
資
料
と
い
え

ま
す
。

一
枚
の
古
い
写
真
か
ら
記
憶
が
呼
び
出
さ
れ
、
自
分
の
過
去
の
体
験
が
次
々
と
呼
び
出
さ
れ
て

き
ま
す
し
、
誰
か
と
と
も
に
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
じ
時
代
を
生
き
た
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
高
度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
徳
島
の
風
俗
を
見
直
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
今
の
時
代
状
況
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
考
え
る
機
会
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

津
田
幸
好
氏
の
写
真
に
寄
せ
て

徳
島
県
立
文
書
館
は
古
文
書
や
公
文
書
だ
け
で
な
く
、
一
万
点
以
上

の
写
真
や
映
像
資
料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
収
集
し
た
写
真
を
整
理
し
、

デ
ジ
タ
ル
化
し
た
も
の
は
い
つ
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
写
真
に

よ
る
企
画
展
も
年
一
回
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
昔
の
徳
島
の
町
並
み
や

風
景
、
人
物
や
自
然
災
害
な
ど
を
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
徳
島
市
の
津
田
幸
好
氏
よ
り
、
昨
年
当
館
に
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
膨
大
な
写
真
資
料
の
な
か
か
ら
、
昭
和
三
十
年
頃
に
撮
影
さ

れ
た
徳
島
の
風
俗
を
紹
介
す
る
展
示
と
い
た
し
ま
す
。
戦
災
か
ら
復
興

し
、
高
度
経
済
成
長
に
向
か
う
こ
ろ
の
徳
島
市
周
辺
や
県
南
の
人
々
の

生
活
や
町
並
み
が
い
き
い
き
と
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
写
真

に
添
え
ら
れ
た
津
田
氏
の
軽
妙
洒
脱
な
文
章
は
時
代
背
景
を
語
る
だ
け

で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
徳
島
を
展
望
す
る
手
だ
て
と
な
り
ま
す
。

一
枚
の
写
真
に
は
思
い
の
ほ
か
多
く
の
情
報
が
撮
し
込
ま
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
読
み
解
く
と
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
ア
ル
バ
ム
や
写
真
が
安
易
に
捨
て
ら
れ
や
す
い
こ
と
や
、
経

年
劣
化
が
激
し
い
カ
ラ
ー
写
真
、
デ
ー
タ
の
損
壊
が
起
こ
り
や
す
い
デ

ジ
タ
ル
写
真
へ
の
移
行
な
ど
、
歴
史
資
料
と
し
て
の
写
真
の
保
存
は
非

常
に
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
当
館
で
は
県
内
の
古
い
写
真
の
収

集
・
保
存
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

こ
の
展
示
の
開
催
に
あ
た
り
、
津
田
幸
好
氏
、
徳
島
新
聞
助
任
専
売

所
、
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
を
は
じ
め
数
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
八
月
四
日

徳
島
県
立
文
書
館
長
　
計
盛

眞
一
朗

ご
あ
い
さ
つ
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昭和30年 吉野本町での雨の日の荷馬車

街の風景─『ほほえみ』から

新町橋通りで雪に興じる子供たち

昭和30年 新町橋

徳島新聞  渭北ニュース「ほほえみ」  6月号 
NO37

●わが町今昔（13） 平成4年6月25日発行 

荷 馬 車 
　子供のときは馬方の目を盗み、往来する荷馬車の荷台に
すがりつき、よく叱られたものである。馬車馬は歩きなが
らでも、しっぽを上にあげると所かまわずに馬糞をたれな
がし、商家の店先ではその置物は厄介な代物であった。 
　いつかトラックが荷役の座を奪い、町から蹄の音は消え
てしまったが、馬糞にかわり大型車から吐き出される排気
ガスと、家のなかで見るテレビの音声も掻き消されるほど
の騒音に悩まされているこのごろである。 

徳島新聞  渭北ニュース「ほほえみ」  8月号 
NO75

●世俗うつろい（12）  平成7年8月25日発行 
戦後五十年 
　「今日も暮れゆく　異国の丘に　友よ辛かろ切なかろ…」 
　切々と歌う望郷の歌「異国の丘」が巷に流れ、そして昭和
二十八年中国からの引き揚げが開始され、興安丸や高砂丸
が舞鶴港に着いた。やがて流行り歌も「岸壁の母」に変わり、
昭和三十一年ソ連から一千二十五人の復員兵を最後に戦
後の引き揚げは終わった。この頃より「もはや戦後ではない」
と経済白書にも明言され高度成長へのステップを踏み出
すが、戦争の傷跡は深く、新町橋にも駅前広場にも傷痍軍
人の喜捨を求める立ち姿が見られた。 
　米軍マッカーサーのGHQは日本政府の上に君臨し、1ドル・
360円とする単一為替レートを実施する。そして今、1ドル
なんと80円台に突入している。ノミやシラミに悩まされア
メリカ生まれの殺虫剤、DDTをふとんに振り撒かなければ
寝られなかった五十年前がうそのようである。 

徳島新聞  渭北ニュース「ほほえみ」  1月号 
NO80

●世俗うつろい（17）  平成8年1月25日発行 

街の雪 
　雪だるまの目玉はタドン、口は木炭、そしてブリキで作っ
たバケツを帽子がわりに、ちょこんと頭に乗っけたスタイル。
当時の燃料や台所用品をうまい具合に使い出来上がって
いた。今年は厳しい寒波がおしよせ、小雪がちらつく日もあ
る寒い冬をむかえてはいるが、まだ、雪だるまが出来るほ
どの降雪はない。昔はよく雪が降った。子供たちは真っ白
い銀世界のなかで、手を真っ赤にして雪合戦に興じ雪だる
まをつくったりしたものである。一面の銀世界は子供たち
に楽しい思い出をのこし、俳句や写真のモチーフにと持て
はやされるが、車社会の今はスリップ事故の多発で海も空
もすべての交通機関が麻痺し、学校は休校になり、農・漁業
にまで、さまざまな弊害をもたらすものだから、「雪やコン
コンあられやコンコン」と歌った雪は今、雪害と
なって敬遠せられている時代である。 

※津田氏によるエッセイは掲載されたままで横書きとしました。
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阿波踊り

町内のにわか連

踊りの日

プラットホームでの踊り（徳島駅）

新町橋付近

木偶と踊る

旧市役所前（徳島市役所）

一丁回り（三味線流し）
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楽しみ

花の宴（眉山） ラジオ体操（徳島天神社前）

ロバのパン（徳島駅前広場） 東新町の正月風景

競　馬（市営競馬場） 神社復興の餅投げ（助任八幡神社）

人形浄瑠璃大会（内町小学校） 天神祭の競艇模擬レース（新町川）



6

学校給食（富田小学校）

にわか雨 宮参り（助任八幡神社）

店先で遊ぶ子どもたち子守りをする少女

相撲大会（藍住町か）

子どものいる風景

金網を張った教室の窓（助任小学校）

スクーターと子どもたち



撮影された徳島の風俗 ―津田幸好の見た戦後の徳島― 
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街の風景

中洲港の市場 雪の新町橋

富田町界隈

嫁入り道具を積んだトラック 雨降れば………（助任春日神社横）

リヤカーの製作所（吉野本町） 行　商（魚屋）

選挙速報版（東新町）
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撮影年代 場　　所 

展 示 資 料 一 覧  

＊1　津田幸好著『阿波踊り  撮った踊った40年』（1987年　第一出版） 
＊2　徳島新聞助任専売所広報誌『ほほえみ  わが町今昔』（1991年～1994年） 
＊3　徳島新聞助任専売所『ほほえみ  世俗うつろい』（1994年～1999年） 
＊4　徳島新聞助任専売所『ほほえみ  ふりむけば昭和』（2004年～2007年）   
＊5　徳島市立徳島城博物館『ふりむけば昭和展図録』（2005年） 

―
津
田
幸
好
の
見
た
戦
後
の
徳
島
― 

ホシ・ホウジャク 
『展望』1989年版（徳島県同和 
対策推進会）表紙に使用 


